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令和７年度 １１月補正予算の概要 

（ 一般会計 ） 
 

１ 補正予算（第６号）の規模 
６３８，９０７千円を増額 補正後の額２２，６１７，５０６千円 

 

 

２ 概要 

 

クマによる被害の発生防止を図るため、緊急対策として河川敷や公共緑地の刈

払い、誘引樹木の伐採や箱ワナ等の資機材確保に係る所要額を計上するもの。 

また、マーチングバンド全国大会等に出場する団体及び個人に対する補助金に

係る所要額を計上するとともに各種事業における不足額について所要額を計上す

るもの。 

あわせて、令和８年度以降の各種事業に係る債務負担行為を設定するもの。 

 

 

 

３ 歳入歳出（款別）内訳                 （単位：千円） 

歳入（款） 補正額 歳出（款） 補正額 

15国庫支出金 149,158  1議会費 5 

16県支出金 75,450 2総務費 8,731 

17財産運用収入 99 3民生費 509,991 

20繰越金 413,485 4衛生費 △2,320 

21諸収入 715 6農林水産業費 14,246 

  8土木費 55,185 

  9消防費 2,046 

  10教育費 31,023 

  13予備費 20,000 

計 638,907 計 638,907 
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４ 主な補正内容【事業】 
（１）クマ緊急対策事業（農作物有害鳥獣等駆除事業、河川維持管理事業、一般公園

維持管理事業） ３２,３００千円 

クマ出没への緊急対策として河川敷や公共緑地の刈払い、誘引樹木の伐採や

箱ワナ等の資機材確保に係る所要額を計上するもの。 

 

（２）体育館空調設備整備工事設計業務（市立小学校維持管理事業） 

 １１，８５１千円 

近年の猛暑を踏まえ、市内小学校（８校）の体育館にエアコンを設置するた

め、実施設計に要する所要額を計上するもの。 

 

（３）体育館空調設備整備工事設計業務（市立中学校維持管理事業） 

 ８，３７４千円 

近年の猛暑を踏まえ、市内中学校（５校）の体育館にエアコンを設置するた

め、実施設計に要する所要額を計上するもの。 

 

（４）道路交通安全施設整備事業 １０，６００千円 

   ユートミヤの開館後、自転車で来館される方の安全を確保するため、施設周

辺の道路に「矢羽根型路面標示」を施すため、所要額を計上するもの。 

 

（５）芸術・文化活動団体等支援事業 ４，１６０千円 

マーチング全国大会出場及びバトントワーリング全国大会出場に伴い、青少

年文化活動振興事業費補助金交付要領に基づき、４団体及び個人へ補助金を交

付することによる所要額を計上するもの。 

 

（６）消防団員設置・運営事業 １，９５１千円 

自然災害等における消防団等による救助活動の充実強化を図るため、ＬＥＤ

バルーン投光器、発電機など必要物品を購入に要する所要額を計上するもの。 

   【活用財源 石油貯蔵施設立地対策等交付金】 

 

（７）認可保育所等運営事業（認定こども園等施設型給付費） 

                ３４４，６８１千円 

     公定価格の改定及び対象者数の増等により、給付額の増額が見込まれるため、 

所要額を計上するもの。 
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【主な債務負担行為設定】 
事項 期間 限度額 事業概要 

道路敷除草作業業

務（9月補正 53，000

千円から増額） 

令和 7年度から 

令和 8年度 

21,200 市内の道路敷の除草業務を行

うもの。 

令和 8 年度については、クマ

が身を隠して移動する習性を踏

まえ、道路敷の除草回数を 2 回

から 3 回に増やすことにより、

雑草繁茂状態を防止するととも

に、見通しを確保することで道

路利用者等の安全に寄与するた

め増額となるもの。 

市道中低木剪定等

業務 

令和 7年度から 

令和 8年度 

50,300 市道中低木剪定とその周辺の

除草を行うもの。 

令和 8 年度については、周辺

の除草についても除草回数を 2

回から 3 回に増やすことにより

見通しを確保するため増額とな

るもの。 

教育支援センター

運営事業 

令和 7年度から 

令和 10年度 

58,000 不登校児童生徒の教育の機会

確保と社会的自立に向けて専門

的な知見やノウハウを有する民

間業者へ委託し、さらなる支援

体制の強化と支援内容の充実を

図るもの。 

（委託業務） 

・学習支援 

 個々の学習状況を十分把握し

た上で個別支援を実施 

・来所支援 

 ソーシャルスキル習得のため

の創意工夫した企画を実施 

・相談支援 

 子どもやその保護者へのカウ

ンセリングや家庭訪問を実施 

・居場所の提供 

 子どもの特性等に応じた安心

して過ごせる居場所の提供 
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（ 介護保険特別会計 ） 
 

１ 補正予算（第３号）の規模 
   ６，６４３千円を増額 補正後の額３，３９５，２８０千円 

 

 

２ 概要 

 

総務管理費についてシステム改修経費の予算措置を講ずるとともに保険給付

費について実績見込みに基づき予算措置を講ずるもの。 

 あわせて、令和８年度の各種事業に係る債務負担行為を設定するもの。 

 

 

 

３ 歳入歳出（款別）内訳                 （単位：千円） 

歳入（款） 補正額 歳出（款） 補正額 

3 国庫支出金 3,561 1 総務費 △1,277 

4 支払基金交付金 2,970 2 保険給付費 11,000 

5 県支出金 1,375 4 基金積立金 △3,080 

7 繰入金 △1,263   

計 6,643 計 6,643 

 

 

４ 主な補正内容 
（１）歳入 

①国庫負担金                      ２，２００千円 

②国庫補助金                      １，３６１千円 

③支払基金交付金                    ２，９７０千円 

④県負担金                       １，３７５千円 

⑤他会計繰入金                    △１，２６３千円 

 

（２）歳出 

①総務管理費 △１，２７７千円 

②高額介護サービス等費 ９，０００千円 

③高額医療合算介護サービス等費 ２，０００千円 

④基金積立金 △３，０８０千円 

 

 

 

 

 


